
 
 

 
 

大津・南部 第２回イチゴ栽培研修会を開催！ 

 

 10月 10日に大津・南部管内のイチゴ生産者を対象に今年２回目の栽培研修会を開催

し、21名の参加がありました。当課からは、10月から春先にかけての基本的な管理方法

や「みおしずく」の推進について説明を行いました。 

 

 スマート農業の第一歩として、ハウスの温度管理や培養液濃度の目安を説明し、環境測

定するだけでなく、植物体を観察することの重要性を伝えました。生産者が理解しやすい

ように、「なぜ、この時期に培養液濃度やかん水回数を変えるのか。」植物の生態的特徴

を踏まえて、説明しました。 

 また、令和５年度産「みおしずく」の生育状況を紹介し、今後の推進方針を伝えるとと

もに、令和６年度新規生産者の募集を周知しました。 

 さらに、農薬・資材メーカー様から生物農薬や生産資材、滋賀県農業共済組合様から農

業共済制度について説明いただきました。研修会後には、資材の展示見学や生産者間の活

発な意見交換が行われ、盛んな交流の場となりました。 

今後も「みおしずく」を中心に、管内イチゴ生産者の栽培技術向上と安定生産に向け

て支援していきます。 

 

 

イチゴ栽培研修会の様子 
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